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１. ９／２８(月)・中学３年生の引落しについて 

 

２. 9/21(月)～9/25(金)は全塾お休みです。※9/21、秋期集中特訓はあり 

中３は10月分月謝と合わせて以下の費用を引落しさせていただきます。 

所定口座へのご準備のほどよろしくお願いいたします。 

パーフェクトゼミ受講料 下表参照 

後期教材費 8,150円 

秋期集中特訓受講料  
両日参加: 15,400円 

1日のみ参加: 11,000円 

前期・後期ともに受講 

3回分割 

［9月～11月］ ［9/28引落し］ 

6回分割 

［9月～2月］ ［9/28引落し］ 

41,580円 

［13,860円×3回］ 
37,800円 

58,410円 

［9,735円×6回］ 
53,100円 

〈税込〉 

〈税込〉 

※分割の引落しについて…引落しは毎月27日または翌営業日です。 

３. 
漢検 締切: 10/1（木） 実施: 10/31（土） 

検定試験 数検 締切: 10/20（火） 実施: 11/21（土） 

英検 締切: 9/10（木） 実施: 10/3（土） 

※中3でまだ3級を取得していない人は必ず受験してください。加藤学習塾の各教室で受験

できます。 
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４.  塾カレンダー 〈8月～9月〉 

8/17 月 8/16より通常スケ開始 9/1 火  9/16 水  

8/18 火  9/2 水  9/17 木  

8/19 水  9/3 木  9/18 金  

8/20 木  9/4 金  9/19 土  

8/21 金  9/5 土  9/20 日 秋期集中特訓① 

8/22 土  9/6 日 休み 9/21 月 秋期集中特訓② 

8/23 日 休み 9/7 月  9/22 火 

 
8/24 月  9/8 火  9/23 水 

8/25 火  9/9 水  9/24 木 

8/26 水  9/10 木  9/25 金 

8/27 木 引落し日 9/11 金  9/26 土  

8/28 金 ８月通常授業スケ終了 9/12 土  9/27 日 休み 

8/29 土 ここから本来の時間割 9/13 日 休み 9/28 月 引落し日 

8/30 日 休み 9/14 月  9/29 火 休み 

8/31 月  9/15 火  9/30 水  

 《入試必勝パーフェクトゼミ》 

前期日程〈全8回〉 

文系日・理系日は交互 

後期日程〈全9回〉 

文系日・理系日は交互 

9月初旬～12月中旬 

の土曜日 

1月中旬～3月初旬 

の土曜日 

※学校行事等で土曜日が無理な場合は、翌日の

日曜日に振り替えます。 

週末を活用した模擬テスト形式の教材を使った高校入試対策ゼミ。前期は基本事

項の総括的な確認。後期は実戦的な演習。詳細はリーフレットをご覧ください。 

時間割 

文系の日 理系の日 時間 

英語 数学 9:00～10:15 

国語 理科 10:20～11:35 

11:35～12:15 昼休み  

社会 数学 12:15～13:30 

９月から開始 

全塾休み 
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秋期集中特訓 
9/20(日)・9/21(月) 

〈中３対象〉 
 

時間割 

時間 時限 第一教室 第二教室 

10:00～11:00 1時限 国語 英語 

11:10～12:10 2時限 数学 国語 

12:10～13:00 昼食休憩 

13:00～14:00 3時限 英語 数学 

14:10～15:10 4時限 理科 社会 

15:20～16:20 5時限 社会 理科 

16:30～18:10 6時限 確認テスト〈20分×5教科〉 

18:10～18:30 休憩 

18:30～20:00 7時限 個別指導〈テスト直し他〉 

※9/20(日)・9/21(月)の両日とも同じ時間割です。 

〈講習開催場所〉 

①山陽教室 ②福浜教室 

山陽教室・

和気教室・

竜操教室の

生徒は山陽

教室に集合 

福浜教室・

藤田教室・

灘崎教室の

生徒は福浜

教室に集合 

競い合うチャンス 

〈受講費用〉 

1日のみ参加 両日参加 

10,000円 14,000円 

〈税抜〉 

《反復！反復！反復！》長期休校のため、例年以上に

「復習」ということが重い意味を持つ年になりました。特に

3月から5月一杯にかけての復習。夏期講習で総括的に復習し

たことをこの「秋期集中特訓」を通してさらに鮮明にし、よ

り多く、1つでも多く定着させ、揺るぎない入試突破力を築

き上げていってもらいたいと願っております。 

①あいさつ・経緯歴史 

②位置づけ 

③ねらい 

《経緯》中学受験生・高校受験生対象の合宿特訓・集中特訓は加藤学習塾の伝統イベントでした

が、ここ数年は諸般の事情から開催できておりませんでした。 

しかし今般、コロナによる長期休校の影響で受験生の著しい学力弱化が懸念される中、なんとか中３

だけでもいう切迫した思いから「秋期集中特訓」という企図に至った次第でございます。 

 《ライバル》他教室

の生徒といっしょに勉強

することで、普段とは

違った緊張感の中で切磋

琢磨してもらいたいと思

います。 
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blowing into 

   Education 
 

高校生に、学習した内容や部活動の実績を記録してもらい、大学入試で活用する新たなシステムについて、文部

科学省は、これを運営する一般社団法人への許可を取り消す方向で調整していることが関係者への取材でわかり

ました。このシステムは、およそ18万人の生徒が利用していることなどから影響が懸念されます。 

文部科学省は、高校生に学習した内容や、部活動の実績、さらに、ボランティアなどの活動を、ポータルサイトに

記録してもらい大学入試などに活用する、「ＪＡＰＡＮ ｅ－Ｐｏｒｔｆｏｌｉｏ」と呼ばれるシステムの開発を進めてきまし

た。 

 

このシステムは、去年から一般社団法人の「教育情報管理機構」に運営が任され、今年度の入試から本格的に

導入される予定でしたが、関係者によりますと、入試に利用する大学が少なく、財政上の安定が見込めないことな

どから、文部科学省が運営許可を取り消す方向で調整していることがわかりました。 

 

すでに、全国およそ18万人の生徒がこのシステムを利用していることなどから影響が懸念されます。 

 

このシステムをめぐっては、生徒がポータルサイトを利用する時に、教育産業大手の「ベネッセコーポレーション」の

ＩＤを取得する必要があることが明らかになり、萩生田文部科学大臣も、ことし2月、運用の見直しに言及していまし

た。 

 

国が進めてきた大学入試改革は、大きな柱だった英語の民間試験と記述式問題の導入が、すでに見送られるな

ど、混乱が続いています。 

運営許可された事業とは 
「ＪＡＰＡＮ ｅ－Ｐｏｒｔｆｏｌｉｏ」というシステムは、国が大学入試改革の一環として、主導して開発を進めました。  

大学入試の新システム 運営許可取り消す方向で調整 文科省 

〈2020年7月9日 5時42分教教育ニュース〉 

https://www3.nhk.or.jp/news/word/0000034.html?utm_int=detail_contents_news-keyword-title_001
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「
象
の
墓
場
」と
い
う
伝
説
が
あ
る
。 

 

ゾ
ウ
は
死
期
を
感
じ
る
と
、
群
れ
を
自
ら
離
れ
、
「
象
の

墓
場
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
へ
向
か
う
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
ゾ
ウ
の
骨
や
牙
が
散
乱
す
る
像
の
墓
場
に
横
た
わ
り
、
静

か
に
死
を
迎
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
ゾ
ウ
は
、
自
分
の
最
期
を
他
の
ゾ
ウ
た
ち
に

決
し
て
見
せ
な
い
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
た
。 

 

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
実
際
に
は
誤
り
で
あ
る
。 

 

ゾ
ウ
は
地
上
で
最
大
の
動
物
で
あ
る
。
ゾ
ウ
の
中
で
も
大

型
の
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
、
そ
の
大
き
さ
は
七
メ
ー
ト
ル
を
超

え
、
体
重
は
六
ト
ン
を
超
え
る
。
こ
れ
ほ
ど
巨
体
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
サ
バ
ン
ナ
で
は
ゾ
ウ
の
死
体
が
ま
っ
た
く

目
撃
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
象
牙
を
密
猟
す
る
ハ
ン
タ
ー
た
ち

が
、
大
量
の
象
牙
を
売
り
さ
ば
く
た
め
に
、
こ
の
伝
説
を
巧

み
に
利
用
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

ゾ
ウ
の
死
体
が
発
見
さ
れ
な
い
の
に
は
、
理
由
が
あ
る
。 

 
 

ゾ
ウ
の
寿
命
は
七
〇
年
ほ
ど 

 
 

 
 

と
言
わ
れ
て
い
る
。
動
物
の 

 
 

中
で
は
相
当
な
長
寿
で
あ 

 
 

る
。
そ
の
た
め
、
ゾ
ウ
の
死 

 
 

そ
の
も
の
が
珍
し
い
。 

 
 
 

さ
ら
に
は
、
サ
バ
ン
ナ
の 

 
 

乾
い
た
大
地
で
は
、
多
く
の 

 
 

生
き
物
た
ち
が
腹
を
す
か
せ 

て
い
る
。
ゾ
ウ
の
死
体
が
あ
れ
ば
、
最
初
は
ハ
イ
エ
ナ
た

ち
が
、
そ
の
厚
い
皮
を
食
い
破
り
、
肉
を
食
い
漁
る
。
す

る
と
、
そ
の
穴
に
ハ
ゲ
タ
カ
た
ち
が
集
ま
り
、
肉
を
む
さ

ぼ
り
食
う
。
こ
う
し
て
、
ゾ
ウ
の
大
き
な
体
は
、
見
る
見

る
う
ち
に
骨
だ
け
に
な
る
の
で
あ
る
。
や
が
て
骨
も
風
化

し
、
す
べ
て
が
土
に
還
る
。
そ
の
た
め
、
人
間
が
ゾ
ウ
の

死
体
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
、
研
究
が
進
ん
だ
現
在
で
は
、
ゾ
ウ
の
死
体
は
観

察
さ
れ
て
い
る
。 

 

ゾ
ウ
の
墓
場
は
単
な
る
伝
説
だ
っ
た
の
で
だ
。 

 

ゾ
ウ
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ゾ
ウ
は
死
を
認
識
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

仲
間
の
ゾ
ウ
の
死
を
悼
む
よ
う
す
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。 

 

た
と
え
ば
、
死
ん
だ
仲
間
の
ゾ
ウ
の
体
を
起
こ
そ
う
と

し
た
り
、
食
べ
物
を
与
え
よ
う
と
し
た
り
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
仲
間
を
と
む
ら
う
か
の
よ
う
に
、
土
や
木
の
葉
を

死
体
の
上
に
か
け
た
り
す
る
行
動
が
観
察
さ
れ
て
い
る
と

い
う
の
だ
。 

 

本
当
に
ゾ
ウ
は
死
を
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ゾ
ウ
は
頭
が
良
く
、
共
感
力
の
強
い
動
物
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。 

 

ゾ
ウ
は
、
メ
ス
と
子
ど
も
た
ち
と
で
群
れ
を
作
る
。
そ

し
て
、
お
互
い
に
複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
群
れ
の
中
で
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ガ
を
し
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ

た
ゾ
ウ
に
は
協
力
し
て
手
助
け
す
る
し
、
慰
め
合
っ
た

り
、
ケ
ン
カ
し
て
は
仲
直
り
し
た
り
す
る
と
い
う
。 
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そ
の
よ
う
す
は
、
ま
る
で
人
間
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
ゾ
ウ
が
頭
の
良
い
動
物
だ
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
の

と
お
り
に
も
思
え
る
。 

 

 

ゾ
ウ
に
知
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ゾ
ウ
は
共
感
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

人
間
だ
け
が
特
別
な
感
情
を
持
つ
動
物
な
の
だ
ろ
う

か
。 

 

そ
れ
と
も
、
私
た
ち
人
間
が
勝
手
に
擬
人
化
し
て
見
れ

ば
、
感
情
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

「
死
」
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。 

 

ゾ
ウ
は
本
当
に
「
死
」
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
人
間
が
勝
手
に
「
悲
し
そ
う
に
し
て
い
る
」
と
意
味

づ
け
を
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

も
し
か
す
る
と
、
た
だ
、
動
か
な
い
仲
間
の
世
話
を
し
て
い
る
だ
け
か

も
し
れ
な
い
し
、
動
か
な
く
な
っ
た
仲
間
が
不
思
議
な
だ
け
か
も
し
れ
な

い
。 

 

あ
る
い
は
、
ま
っ
た
く
意
味
の
な
い
本
能
の
行
動
な
の
か
も
し
れ
な

い
。 

 

し
か
し
…
と
私
は
思
う
。 

 

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
人
間
は
「
死
」
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

死
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

人
間
は
、
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

 

そ
れ
は
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
「
死
」
は
、
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
さ

え
も
不
思
議
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

ゾ
ウ
は
死
を
悼
む
動
物
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

も
し
か
し
た
ら
、
ゾ
ウ
た
ち
の
方
が
、
死
ぬ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
た

ち
人
間
よ
り
も
知
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
生
き
る
こ
と
の
意
味

も
、
よ
り
知
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
私
た
ち
よ
り
も
深

く
死
を
悼
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

ゾ
ウ
か
ら
見
れ
ば
、
人
間
も
死
を
悼
む
生
物
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
「
死
」
を
前
に
す
れ
ば
、
人
間
で
さ
え
無
力
で
あ
る
。 

 

万
物
の
霊
長
を
自
負
し
、
科
学
技
術
万
能
の
時
代
に
生
き
る
私
た
ち
に

と
っ
て
も
、
死
を
前
に
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
愛
す
べ
き
人
が

息
も
せ
ず
、
永
遠
に
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
実
を
前
に
す
れ
ば
、

私
た
ち
人
間
に
で
き
る
こ
と
も
ま
た
、
た
だ
た
だ
悲
し
む
こ
と
だ
け
な
の

で
あ
る
。 

世
界
四
大
文
明 

「
世
界
四
大
文
明
」
、
こ
の
用

語
は
日
本
だ
け
の
も
の
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
使

わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。 

 

そ
も
そ
も
「
世
界
四
大
文
明
」

と
い
う
言
葉
は
、
二
十
世
紀
初

頭
に
清
の
政
治
家
・
梁
啓
超
が

日
本
に
亡
命
中
に
作
っ
た
も
の

で
あ
る
。
清
が
西
洋
に
比
べ
て

遅
れ
て
い
る
こ
と
に
自
信
を

失
っ
て
い
た
梁
が
、
日
本
人
か

ら
「
中
国
に
は
偉
大
な
黄
河
文

明
が
あ
る
で
は
な
い
か
」
と
教

え
ら
れ
た
こ
と
で
自
信
を
取
り

戻
し
、
自
作
の
詩
の
中
で
使
っ

た
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

言
葉
が
、
古
代
中
国
に
対
す
る

憧
れ
が
強
い
日
本
に
お
い
て
逆

に
定
着
し
て
し
ま
い
、
今
も
教

科
書
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

百
田
尚
樹
「
日
本
国
紀
」 
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算数オリンピック問題 
 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

図のような５×５のマスがあり、すべてのマス目にコイ

ンがおいてある。これを使って2人でゲームを行う。 

順番に縦、あるいは横に並んでいる連続したコインを

好きな個数だけ取っていく。ひとつ置いたコインを

取ったりしてはならない。 

最後のコインを取った方が勝ちである。 

この時、あなたは先手と後手のどちらを選択すべき

か。また、どのような戦略を取れば必勝できるか。 

 
 

 

 獣
の
呼
吸
！ 

必
勝
、
弐
ノ
牙
。 

切
り
裂
き
！ 

 猪
突
猛
進
だ
ぜ
い
！ 

 

バ
ー
ロ
ゥ
！ 

(解答は10ページ) 
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算数オリンピック解答 

先手を選択すれば必勝である。 

まず、中央のコインを取る。その後は、相手が

取ったコインと点対称の位置にあるコインを取っ

ていけばいい。 

例えばＩ相手が1, 2の2個を取ったら、あなたは

23, 24の2個を取る。次に相手が4, 9, 13の3個

を取ったら、あなたは12, 16, 21の3個を取る。こ

うしていけば、先手であるあなたには常に取るコ

インがあることになり、あなたは最後のコインを取 

1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 

11 12 × 13 14 

15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 

ることができる。 

さて、この戦略は「対称法」という手

法である。この問題の解決法に気

づいた人は優秀である。推論問題

では、問題パターンを見抜く能力

と、既に知っていることを応用する

能力が大切なのである。  

 根性! 気合！ 

昭和で一直線‼ 

詳しく見ていきましょう。日本は内需依存型の経済

構造です。つまり、国内の企業や個人がお金を使う

ことでGDPをふくらませてきたのです。民間の需要

拡大によって、個人や会社の消費によって経済成長

してきたわけです。そしてGDPの70％近くをその構

造に依存してきたのです。 

ところが、2008年をピークに日本の人口は減少に転

じました。今年は去年より50万人減りました。50万

人というとちょうど宇都宮市や松山市ぐらいの人口

です。一年で地方の中核都市がひとつ消滅した感じ

です。 

この勢いは年々大きくなっていき、今後40年で

4,000万人程度の減少が予想されています。また、

30年後には現在の住宅地の20％が無人化するといわ

れています。 

わが日本の盛衰② 

衰退 

将来の人口動態については低位、高位さまざまな予測

がありますが、50～60年後には、日本の人口はおおむ

ね5,000万人減少するだろうと考えられています。単

に人口が減るだけではなく、生産年齢人口の割合が小

さくなり、超々高齢化社会になります。つまり、税金

を納める人が減り、税金で養うべき人が増えるという

ことです。歳入は減り、おそらく、道路や橋のメンテ

はできなくなり、生活保護などなくなり、年金は雀の

涙になるでしょう。風邪をひいて病院に行けば10万円

を請求されるかもしれません。 

日本は恐ろしい勢いで衰退していきます。バブル崩壊

から30年間、結果的に何もできなかったわが日本。現

在の子供たちが高齢者になったとき、彼らはどんな扱

いを受けるのでしょうか。 


